
顕微鏡 Vol. 46, No. 2 （2011） 83

平成 23 年 3 月 11 日，宮城沖を震

源とする巨大地震と大津波，更に福

島第 1 原子力発電所の事故と，我が

国は未曾有の国難に直面していま

す．6 月 5 日現在の警察庁集計によ

れば，亡くなられた方は 15,365 名，

行方不明の方は 8,206 名，避難所生

活を送っておられる方は 98,505 名

に上っています．亡くなられた方々

のご冥福をお祈りするとともに，被災された皆様の一日も早

い復興を願うばかりです．また福島原発内で，懸命の復旧活

動をされている皆様に，心からの敬意を表したいと思います．

5 月 16 日から 18 日，福岡市で開催された，日本顕微鏡学

会第 67 回学術講演会では，東北地区の会員の皆様も元気な

姿を見せられ，また研究発表も活発になされたのは何よりで，

まずはほっと致しました．今回の地震では，つくば地区の研

究所も大なり小なり被害を受けており，私の周辺でも一部の

電顕がまだ通常状態に復帰していないのが現状です．このよ

うな中，来年 2012 年の第 68 回学術講演会は年森先生（千葉

大）を実行委員長として，つくばで開催との朗報が入りまし

た．つくばでは 2005 年，小生を実行委員長として第 61 回学

術講演開会を開催しております．当時はつくばエクスプレス

開通前の，「陸の孤島」時代でしたが，千人を超える参加者

を得て大盛況でした．現在顕微鏡学会は公益法人化の実現に

向けて，会長を始め執行部の皆様が大変な努力をされており

ます．予定通りに進みますと，来年は公益法人日本顕微鏡学

会として，最初の学術講演会になるはずです．次世代の顕微

鏡学の発展のため，ぜひ来年はつくばにご参集頂ければと

願っております．

今回の原発事故の深刻な状況は，日本の将来のエネルギー

政策にも影響を与えることになりそうです．鳩山前首相が

CO2 排出量の 25％削減を世界に向けて宣言し，その柱の一

つとして原子力発電の促進がありましたが，今回の事態で抜

本的な見直しを迫られそうです．太陽光発電や燃料電池を始

めとする小中規模発電施設をネットワーク化する，省電力型

の社会（マイクログリッド社会）へ作り替えて行く流れが，

今後加速されそうに思われます．それに必要な，新しい環境・

エネルギー材料研究で，環境 TEM や SEM といった新しい

顕微鏡技術が大きな役割を担うことになると期待しておりま

す．余談ですが「マイクログリッド」といえば我々電顕屋に

とっては，試料を載せるための多孔性カーボン支持膜のこと

でした．時代とともに言葉も変遷する一例でしょう．

原発事故に関連して，ふと大学時代の親友 A 君を思い浮

かべました．大変優秀な男で，当時（1970 年代前半）の花

形学科であった原子力関連学科に進学，卒業後は大手の原子

力産業に就職し原子力の平和利用に邁進していました．しか

し数年前，50 歳代前半の若さで白血病を煩い，こつ然とこ

の世を去りました．あとでご遺族に聞いたところ，1986 年

に大事故を起こしたチェルノブイリの調査などにも参加して

いたとのことでした．こうした背景から，A 君がチェルノブ

イリの調査も含め，業務上の被爆が原因で死に至ったのは，

ほぼ自明のように思われます．しかしご遺族が労災申請して

も「被爆の証明が出来ない」ため認定されないのです．同じ

くチェルノブイリで調査した他の多くの人は発病していな

い，といった理由からです．科学の根源である「事実の証明」

ができない，放射線という目に見えない対象の難しさを思い

知らされた気がします．月並みな言い方ですが，「事実を証

明できる真の科学」を我々は目指さなくては，と改めて思う

次第です．

この A 君とは異なり，私の方は比較的地味な化学系学科

に進学し，1973 年に当時の無機材質研究所に入りました．

従って今年でちょうど研究人生 38 年が過ぎたことになりま

す．2 年後の 1975 年，故堀内繁雄先生の勧めもあって，日

本電子顕微鏡学会（現日本顕微鏡学会）に入会しました．入

会して最初に送られてきた「電子顕微鏡」（10 巻 2 号）は今

でも大切に保管しております．この号の後書きを見ますと会

長は上田良二先生，和文誌編集委員長は橋本初次郎先生と，

偉大なお二人の名前があります．また記事（装置・材料系）

を見ますと下山宏先生（電子銃），桐谷道雄先生・吉田直亮

先生 ( 照射欠陥 )，坂公恭先生（その場変形），日比忠俊先生・

矢田慶治先生（電子線の干渉性），金谷光一先生（電子レンズ），

赤堀宏先生（イオンスパッタ）等々，その後重要な発展を遂

げた分野を切り開いた先駆者の記事が盛り沢山です．また巻

頭言を東昇先生が書かれていて題名は「Electron Microscopy

とともに 38年」です．先生のご専門については門外漢ですが，

岩波新書の「電子顕微鏡の世界」は駆け出しの研究者であっ

た私にはバイブル的存在でしたので，同じ「38 年」で今回

巻頭言を書かせて頂くというのも不思議な感じが致します．

もちろん 38 年の中身の濃さでは東先生に遠く及びませんの

で，私の方はまだまだ頑張らなくてはと，自らを叱咤激励し

ております．
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